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１：応募者の結果

⇒定員（１４５人）は越えたが、対４６期▲２１人（約▲１１％）

⇒陶芸・地域文化・健康づくり学科は定員オーバー



学科別応募者推移(43～47期) 

⇒健康づくり学科は４３期以降増加傾向。
⇒地域文化学科は46期に比べ大きく減少

前期からの定員オーバー(抽選)が影響か？



２：活動内容



「学科見学会」参加者

⇒参加者は46期とほぼ同数。学科見学会・公開講座は入学の動機となる。
⇒専門・公開講座の卒業生との「ぶっちゃけ座談会」は、授業・学生生活の様子
がわかり入学の大きなきっかけとなった。



⇒地域文化学科は増加傾向。
⇒陶芸・健康づくり学科は46期より参加者増。
⇒園芸は46期より参加者が減少。



３：今後の課題

１．応募者抽選漏れ対応

1) 定員145名に対し応募者は174名で定員の1.2倍になり、健康づくり学科・陶芸学科で抽選となる。

＊事務局にて定員増及び3回目の応募者の優先入学、抽選漏れの方への彦根キャンパスへの案内等の実施。

＊今後事務局と抽選漏れを少なくするための対応等の意見交換等を行い、サポートの会として支援していきたい。

２．今後の対応
1) ４７期生の入学のきっかけは知人・友人・卒業生の口コミが約半数近くを占める。

＊認知度の向上（魅力有るレイ大のPR）

口コミ・ホームページの充実・市町、報道機関への働きかけ等含め、

今後は地元企業へのPR活動の検討も必要。
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